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サガミツブダニ、ナミコバネダニ、イズコバネダニ、
アマギツノバネダニ、カメンダニは富山県新記録であ
る。ミナミリキシダニは奄美大島、徳之島から中国地
方、関東地方まで分布が報告されており暖地性の種と
考えられる。
3林床植物
以下に調査区内出現した高さ2m未満の林床植物の
名前と優占度と群度を示す。
2.2：ジュウモンジシダ，リョウメンシダ,サカゲイノ
デ；1．1：ハナイカダ，チャボガヤ,ノリウツギ；十：
ミヤマフユイチゴ，クルマバソウ，ハルユキノシタ，
ミヤマカンスゲ，ヤブデマリ，ユキツバキ，ツルアジ
サイ，イラクサ，ミヤマイラクサ，トチノキ，ミヤマ
カタバミ，ホウチャクソウ，ヒメアオキ，ウリノキ，
ニワトコ，ウシハコベ,チャルメルソウ，トリアシショ
ウマ，チシマザサ,ヤグルマソウ,ケヤキ,ウラジロ
ガシ，キクザキイチゲ，ウワバミソウ，アケボノシュ
スラン，ボタンネコノメ，ナライシダ，コシノコバイ
モ，イチリンソウ，クジャクシダ，カツラ。出現した
維管束植物は37種で、植被率は60％であった。林床の
植被率の大部分をジュウモンジシダなどのシダ植物か
占めることが、このトチノキ林の特徴と考えられる。
4．ササラダニ類について
1994年9月15日と1997年5月10日の2回、4資料から
得られたササラダニ類は71種、1065個体であった（表
4)。l資料（約2ﾘｯﾄﾙ）当たり平均種数が34という値
は、県内山地ブナ林の平均種数51（平内，1997）と比
べるとかなり低い値である。この林が大きな岩と石の
岩れき地に立地するトチノキ林であり、貧弱な土壌層
からすれば当然の結果と考えられる。
青木（1995）は環境選択の範囲が比較的はっきりし
ていて環境診断に使えそうなササラダニ類100種を環
境区分毎にリストアップし、それらを5段階に分けて
点数化し環境の「自然性」を評価する方法を考えた。
平沢トチノキ林に出現したササラダニ類を用いてこの
方法で「自然性」の評価を試みた。A群（自然林や神
社林を主体に生息する種）が8種、B群（自然林から
二次林にかけて生息する種）が5種、C群（二次林を
中心に生息する種）が7種、D群（さまざまな環境に
幅広く生息する種）が13種、E群（人工的環境に多く
生息する種）が2種で
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評価点が5に近づくほどその場所の自然性は高く、
0に近づくほど自然性が低いことを表すとしているの
で、平沢トチノキ林の評価点31はほぼ中間の値であ
り、普通の二次林ということになる。内容的にはD群
のさまざまな環境に幅広く生息する種か最も多い点も
注目される点であるc
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